








1 研究目標 

(1)クレチン症早期発見に関する諸問題 

a.濾紙血 TSH 測定方法の更なる改良 

b.全国的および施設内精度管理の問題 

c.T4、freeT4、TBG 等の測定を併用する功罪の問題 

d.未熟児のスクリーニング方法の検討 

(2)クレチン症の治療予後に関する諸問題 

a.全国実態調査、特に予後調査 

b 診断困難例の集積および対策 

C.神経・精神発達予後の詳細な追跡方法 

(3)一過性甲状腺機能低下症の実態、成因および追跡 

(4)一過性高 TSH 血症の実態、診断基準、成因および追跡 


